
講演要旨（第170回）＊

砂岩鷹中に見られる液状化・

流動化による堆積構造

宮田雄一郎

　宮崎県日南市の海岸には砂岩勝ちの互層の好露出（日

南層群）があり，様々な流動変形構造が見られる．その

中にはこれまで報告例のないもの，成因不明のものが含

まれている．それらは，（1）チューブ状脱水構造（tube

dewatering　structure，仮称），（2）皿状構造及びピラー構

造，（3）砂岩岩脈及びロート状構造（hnnel　structure，仮

称），（4）平坦な砂層堆積面，（5〉地層の側方不連続・ブロ

ック化及び融合，（6）泥岩片の集合体及び，（7）コンボリュ

ート葉理である．

　（1〉チューブ状脱水構造

　塊状砂岩中で幅2－5mm，長さ5－30cm程度の直線的

で層理に垂直にのびる構造．チューブ内は砂粒間の粘土

質基質を欠き白っぽく見える．上方へ排水される間隙水

がチューブ状に集合し，細粒物質を連行した結果形成さ

れることが実験的に確認された（付図（1）以下，付図中の

番号に同じ）．

　（2）皿状構造及びピラー構造

　厚層塊状砂岩中に水平の皿状に細粒物質の濃集したも

のが前者で，時おりその縁辺で上方にのびたものが後者

である．これらはaggregative且uidizationの初期に生じ

た水洞が崩壊・上昇していく過程で形成されていくこと

が実験の結果わかった．

　（3）砂岩岩脈及びロート状構造

　砂火山に似るが，砂岩層上面に開いたロート状の噴出

構造が後者で上面の盛上りはない．周囲の葉理はこれに

向かって下へ曲ることが多い．延長上に泥岩層があれば

砂岩岩脈となっている．これは水槽内で極端に流動化し

た部分が対流を生じてロート状になるのに相当する．液

状化した砂ではなく，砂を含む多量の水の供給で形成さ

れ，砂の供給は必ずしも多くない．

　（4）平坦な砂層堆積面

　砂岩層上部がコンボルーションで乱れているにもかか

わらず上面が非常に平坦な場合がある．これは水槽内で

初期流動化の際に見られたように，変形が進んで砂粒が

表面から飛び出しても砂層の流動によって水平面を保つ

ことで説明できる．

　（5）地層の側方不連続・ブロック化及び融合

　砂層が液状化するとそれは側方に流動したり，噴出し

たりする．この時液状化しなかった砂層は途切れたり，

部分的にブロックとして残されることになる、一方，液

状化した砂層がそこから流れ去ると，残された地層がそ

の空間を埋めるため地層の融合を生じる．

　（6）泥岩片の集合体

　半固結の泥層を挟む砂層が液状化すると，泥層は破壊

され破片となって液状化層とともに流動する．それが貫

入すれば不規則な泥岩片に富む岩体となり，噴出して流

されれば泥岩片を含む砂層が堆積する．

　（7）コンボリュート葉理

　砂層中のコンボリュート葉理はレイリー～テイラーの

不安定に起因するといわれるが，強度の観点からみて初

期流動化状態で形成された可能性がある．

　（5）一（7）は野外観察からの類推である．また，（1）一（4）や（7〉

を形成する流動化現象は液状化後の過剰水によって起こ

るとも考えられる．　　　　　　　　（北海道支所）
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地質調査所月報（第36巻第12号）

「御在所山」・「桑名」および周辺地域から

産出した微化石とその地質年代

栗本史雄

標題地域は三重県，滋賀県，岐阜県の3県にまたが

り，地質学的には美濃帯西縁部に位置する．美濃帯の地

層群は従来石灰岩中の紡錘虫化石により古生界とされて

きたが，中生代を示すコノドント・放散虫化石が相次い

で報告され，中生界が広く分布することが明らかになつ

てきた．

　美濃帯の中・古生界は岩相により，砂岩・泥岩・チャ

ートを主体とする砂岩一チャート相と緑色岩類・石灰岩

・チャートからなる緑色岩一石灰岩相に大きく二分さ

れ，前者にはさらに砂岩優勢層と泥岩優勢層が識別され

る．

　最近，脇田（1985）は美濃帯中・古生界の研究史と最近

の研究動向をまとめ，その中でこれまで報告された放散

虫化石の産出と地質年代を総括した．ジュラ紀放散虫化

石に注目すると，その産出は美濃帯全域に及び，本地域

内についても養老山地北半，赤坂および伊吹山の各地域

において報告されている．しかし，「御在所山」地域周

辺の鈴鹿花嵩岩類や湖東流紋岩類が分布する地域では，

これまでジュラ紀放散虫化石の産出報告はない．

　今回，本地域に分布する地層の泥岩，酸性凝灰岩をフ

ッ酸処理し，ジュラ紀放散虫化石を抽出することができ

たので報告する．

帆〔近江長浜〕 〔大　垣〕

曝又
いN
地ノ

r
＼ 又Loc、6 ×Locs．7量8

、

　．ノ

r
、

岐　阜　県

ピ〔彦根東部〕
※
Locs，3～5 〔津島〕

ノ
ぐ
　
　

Loq2文 拳

　／
　ノ

／

、並

滋
’

第 ／

カロ
Fヱ

’、

ノ
（

’
’
＼
　
　
　
　
　
　
　”
　
＼ 八／

FA ∫煽
　　　　　×Loc，1
　　　’、

イ
、

／

阻
ノ
1 、

」
　
文 Loc．9
ご
．
＼

＼，

　＼

　　＼．

、
r

〔御在所山〕
　　’

＼＿、短 〔桑　名〕

ノ ＼1

、
1鈴

又　　　　1

LocεIOハ12偉

ノ

イψ

∫

三　重　県

骸 35。

又L。c．13ノ〔亀 山〕 〔四日市〕

／

／

／
1

／

／
臼〆　’

／
、

ノ■ ○
，ヤー め

　－！■ 0
①

の
一

第1図 ジュラ紀放散虫化石の産出地点

それぞれの長方形は5万分の1地形図の範囲を示す，

第1表放散虫化石を産出した試料の岩質・岩相・化石帯及び地質年代

地点
番号 試料番号 岩　　質 岩　　相 産　出　層 放散虫化石帯 地質年代

1 IGzO203 泥　岩 砂岩一チャート相 養老層群北勢南濃層 四‘oイo‘α卿 ジュラ紀中期
μ∫‘α7㈱帯

2 0222 〃 〃 牧田川層群前ケ瀬層 〃 〃

3 0230 珪質泥岩 〃 南宮山塊の古生層 〃 〃

4 0231 〃 〃 〃 〃 〃

5 0232 〃 〃 〃 〃 〃

6 0316 酸性凝灰岩 〃 春日層群春日層 〃 〃

7 0403 泥　岩 〃 梅谷層 〃 〃

8 0405 酸性凝灰岩 〃 〃 〃 〃

9 0510 泥　岩． 緑色岩一石灰岩相 　北鈴鹿層群
霊仙山石灰岩層

〃 〃

10 0705 〃 砂岩一チャート相 未命名（砂岩優勢層） 〃 〃

11 0710 〃 〃 未命名（泥岩優勢層） 丁励響α
60紹Xα『了

ジュラ紀中期後半
　一後期初め

12 0711 〃 〃 未命名（　〃　） 丑溜o‘α卿 ジユラ紀中期
μ加鍬窺帯

13 0914 〃 〃 野洲川層群青土層 〃 〃
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　ジュラ紀放散虫化石を産出した各試料にっいて，岩質

・岩相・産出層・放散虫化石帯・地質年代を第1表に，

産出地点を第1図に示す，

　放散虫化石についてみると，Locs．1－10，12，13の試料

は7｝ガ60」・吻5αρ伽剛窺帯（MATsuoKA，1983）を特徴づけ

る放散虫化石を産出し，特にLocs．4，6，9，10は

7物oJ・64ρ3αρ」加矧窺を含む．また，Loc．11の試料は

τ7ゴ60Jo6αρ脇60π徽を含み，これはT7ぎ60Jo‘αρ5α60η8襯帯

（MATsuo鮎，1983）を特徴づける種である．乃加面6αρs腐

ρ」加7π解帯はジュラ紀中期を，T7ぎ60♂06ψ5α60π徽帯はジ

ュラ紀中期後半一後期初めを示すとされている．いずれ

の試料も従来古生層と考えられていた地層からの産出で

ある．

　一方，岩相的には，Locs．1－8，10－13の試料はいずれ

も砂岩一チャート相の地層から採取され，それらのうち

L・cs．1－8，10は砂岩優勢層に，Locs，1H3は泥岩優勢

層に含まれる．また，Loc．9の試料のみが緑色岩一チ

ャート相の地域に位置する．

　以上をまとめると，次のようになる．1）美濃帯西縁部

にあたる本地域においても，他の美濃帯と同様に，ジュ

ラ紀放散虫化石が得られ，ジュラ系の存在が確認された．

2）その地質年代はジュラ紀中期一後期初めである．3）今

回，はじめて，緑色岩一石灰岩相からジュラ紀放散虫化

石が得られた．このことは緑色岩一石灰岩相と砂岩一チ

ャート相の関係を解明する上で重要な資料になると考え

られる．　　　　　　　　　　　　　　（大阪出張所）

知多半島北部の東海麟群

尾崎正紀・吉田史郎

　愛知県知多半島北部には，東海層群（鮮新統）・武豊層

（中部更新統）・段丘堆積物（中部一上部更新統）が分布し

ており，これらはそれぞれ不整合の関係にある．このう

ち，東海層群は標高90m以下の緩やかな丘陵の主部

を，武豊層はその丘陵上一頂部を，それぞれ形成してい

る．さらに段丘堆積物（特に中位段丘以降）は，丘陵周辺

に付随する形で分布している．そして，本地域の丘陵

は，猿投山東方から知多半島南端へと連なる隆起帯であ

る知多一猿投上昇帯（桑原，1968）の一部に相当してい

る．

　演者らは昨年度の研究発表会において，本地域の東海

層群に発達する地質構造を，その性質から養老・知多・

猿投タイプの3っに分類した．しかしその後の調査研究

から，知多タイプは養老タイプと猿投タイプの地質構造

の重複によって形成されたものであり，その特徴的な地

質構造とした知多背斜（糸魚川，1971）は存在しないこと

が判明した．したがって，本地域の東海層群は運動像の

異なる2っの地質構造一養老タイプ・猿投タイプに分類

されるべきであることがわかった．さらに周辺地域との

関係を考察し，知多一猿投上昇帯はこれら2つのタイプ

の構造運動によって形成されたものである，との結論に

達した．以下，養老タイプと猿投タイプの地質構造及び

運動像についてそれぞれの特徴を述べる．

　養老タイプの地質構造は，知多半島北部を斜交する形

で名古屋港一衣浦湾方向（北西方向）に延びる軸を持つ向

斜構造と，その形成に伴って雁行状に発達した北西走向

の断層を指す．知多半島の中・南部はこの向斜の南西翼

にあたるが1伊勢湾断層・内海断層以西の伊勢湾中央部

ではこの南西翼としての性格は地質構造的には見られな

い．北東翼は猿投山まで広がり，ちようど濃尾傾動地塊

（松沢・桑原，1964）に相当するような地塊の傾動が北東

翼の知多一猿投上昇帯に見られる。断層は東海層群中で

は雁行する擁曲として表われているが，その延長は半島

南端に分布する中新統師崎層群中において引きずりを伴

う逆断層として発達している．また，本地域には北西走

向の逆断層が発達している．知多半島及びその周辺に発

達する携曲で特に規模の大きいもの（急傾斜部の傾斜が

30度以上）は10数kmの長さをもち，幅5kmの間隔で雁

行状に分布し，前述の向斜の両翼でセンスが異なる（北

東翼で北東落ち）という特徴を持つ．知多半島北部では

西から伊勢湾断層・加木屋断層・衣浦断層などが主なも

のであり，武豊層や段丘を変位変形させることから，そ

のほとんどが活断層と見なされる．向斜構造形成の始ま

りは，武豊層が先の向斜軸から離れるに従って東海層群

のより下位の地層と不整合で接していることから，東海

層群堆積後で武豊層堆積前一すなわちほぼ更新世前期と

いうことになる．ただし，武豊層は東海層群とほぼ調和

的に変形を受けていることから，その顕著な活動は武豊

層堆積以後と考えられる．

　猿投タイプの地質構造は，猿投山から知多半島北部に

向かって北東から南西方向に延びる幅約8kmの隆起帯

とその形成に関与した断層を指す．この隆起帯は知多一

猿投上昇帯の一部に当り，活断層である天白河口断層

（北落ち）によって濃尾平野と，猿投一境川断層（南落ち）

によって岡崎平野と，それぞれ境されている．平野部と

の境界をなすこれらの断層の形態を直接知ることはでき

ないが，それらに伴って形成されたと考えられる東海層

群中の小断層はすべて北東走向の正断層である．この隆

起帯の南西部では猿投タイプの構造は不明瞭となるが，
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本地域では養老タイプの構造と重複しており，東海層群

の走向を半島中・南部の北西方向から北東方向に変化さ

せている．なお，半島中・南部ではほとんどこの構造は

見られない．この隆起帯が形成一あるいは断層が活動し

始めたのは，武豊層がこの丘陵地帯の頂部に断片的なが

ら載り，それ以後の段丘堆積物は隆起帯両側に広く分布

することから，武豊層堆積以後と考えられる．

　以上のべたことから，知多一猿投上昇帯は主として武

豊層堆積後一すなわち更新世中期前後から，2っの異な

る運動像を持つ地質構造の発達によって形成されたもの

であり，特に知多半島北部では両者の構造が直接重なり

あつているのが特徴といえる．

　　　　　　　　　　　　（大阪出張所・地質部）

福井県の瓦粘土の性質

小村良二

　「要旨」福井県下において採掘されている瓦粘土の粒

度組成・化学組成・鉱物組成・熱膨張率など諸性質につ

いて述べ，あわせて他県産瓦粘土の諸性質との比較検討

を行った．　　　　　　　　　　　　　（大阪出張所）

西南日本内帯，白亜紀一古第三紀火成岩類の

帯状構造の形成過程一とくに，中部地方を中

心として一

原山智

　花簡岩と密接な成因関係を有するW，Moなどの鉱床

生成圧の認識（木野崎，1952）がいとぐちとなった西南日

本内帯の火成活動の帯状構造についての研究は，その後

Fe－Ti酸化物の構成・帯磁率という単純にして明快な指

標を得て一段と発展したといえる．“領家帯’㌧“山陽一

苗木帯’㌧“山陰一白川帯”という帯状圧分（金谷・石原，

1973）は主化学組成（Fe203／FeO比など）・微量成分・造

岩鉱物の化学組成や光学性・各種同位体組成などの点で

も支持されてきた（IsHIHARA　and　TERAsHIMA，19771村

上，1979など）．また花嵩岩のみならず，同時期の噴出

岩類についても各帯の性質にほぼ対応する性質が認めら

れることも判明してきた（原山，1979；今岡・村上，

1979など）．

　ほぼ南北方向に諸性質が変化するというこうした帯状

構造について，2っの問題点を指摘することができる．

第1点は，上述の空問的差異が時間軸上の変化としては

どうであったのか　　っまり三帯の形成史が明確には解

明されてこなかったという点である．第2点は“山陰一

白川帯”と“山陽一苗木帯”の区分が記載岩石学的なレ

ベルで可能なのに対し，“領家帯”は明瞭な区分指標を

もたず，その区分は地体構造区分の境界をそのまま踏襲

している点にある．鉱床生成区として不毛帯であるとい

う点は他の二帯との違いではあるが，岩石学的な成因を

論ずるためには岩石区としての独立性を有しているかど

うかが検討されねばならない．以上2っの問題点を明ら

かにするには個々の火成岩体について時空間における拡

がりを把握し，各々の岩石学的諸性質の共通性により時

空間内で岩石区を定義する作業が必要となる．以下中部

地方を例にとり，検討結果を述べる．

　個々の火成岩体についての貫入関係や層序関係をもと

にし，現在までに得られている放射年令値を吟味すると

以下に述べるような火成活動の変遷がうかびあがつてく

る。中部地方では美濃帯の形成以後約120Maより30

Ma前後の長期にわたって断続的に珪長質岩を主体とす

る火成活動が生じており，これらは1－Vの活動期に大

きく区分される（第1図）．ただしここで区分した第1期

の火成活動のうち領家帯に分布するものは，変成岩との

構造的調和性や接触変成作用を与えないことから変成作

用との同時性が期待される非持・神原・天竜峡・清崎の

岩体である．

　第1図に示されたように，火成岩体の時空分布と各々

の岩石学的共通性から1期よりV期にわたる火成岩類は

（1）天竜一三河岩石区（1期）・（2〉濃飛岩石区（H期一皿

期）．（3）白川一北アルプス岩石区（IV期一V期）にまとめる

ことができる．またこの図は火成活動帯が南から北へ順

次移動したのではなく，（1）より（2）へと火成活動域が拡が

り，（3）では活動域が北側に収束していく傾向を示してい

る．岩石区相互の関係は同一地域での時間的変化の場合

と，（2》と（3）の関係のように同一時期の地域差でもある場

合とが認められる．このように時空間座標において各火

成岩体の性質を整理・分類してみると，従来用いられて

きた帯状区分は地体構造区分に固執し，空間的要素のみ

が強調された区分といえよう．すなわち“白川帯”と“苗

木帯”の境界はあくまで白川一北アルプス岩石区の南限

であって，時間的に先行して活動した“白川帯”におけ

る濃飛岩石区の活動は無視されていることになる．また

“領家帯”と“苗木帯”の境界は鉱床生成区としての意

味はあっても岩石区境界としての意味は見い出せない．

このことは鉱床生成に関わる要因が岩石学的性質と必ず

しも常に対応しないことを示している．以上述べてきた

中部地方の例は，「岩石的諸性質は時間的にも空間的に
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第1図　中部地方における白亜紀一古第三紀火成岩類の時空分布

も変化する」ということをはっきり示している．

　最後に中部地方における例を念頭において西南日本内

帯における白亜紀一古第三紀火成活動全体を概観してみ

る．中国地方は帯状構造がもっとも明瞭な地域として様

々な手法により検討されてきた．ここでも“山陰帯”と

されてきた帯には時問的に先行したイルメナイト系火成

活動が認められ，中部地方と同じ観点で整理区分が可能

と考えられる．また中部地方の濃飛岩石区に性質が類似

する匹見・阿武層群や広島花崩岩などの活動の主体は

100－80Maにあり，領家帯古期花嵩岩（柳井地域など）と

かなりの部分が時代的に重複しているようである．この

ような岩石区相互の関係の違いは，（1）や（3）のタイプの火

成活動の期間が東西方向で余り差がないのに対し，濃飛

岩石区相当の火成活動が東西で時代差を有していると考

えるとうまく説明ができる．河野・植田（1967）が述べた

火成活動の西から東への波及性は，この濃飛岩石区の時

空間分布を示しているのかもしれない．いずれにせよ，

こうした議論は中国そして近畿地方における火成活動を

時空間上で整理分類したうえで，中部地方の岩石区区分

との東西対応関係を検討する必要があり，ここでは1つ

の可能性としての指摘にとどめる．

　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋出張所）

大分県九重町宝泉寺地域の地質と岩石

巌谷敏光

　大分県九重町宝泉寺地域には第四紀の湖成堆積物や火

山岩類が分布する．それらは下位から玖珠層群，豊肥溶

岩（仮称），万年山溶岩，中イタ溶岩，鹿伏岳溶岩，久

住火砕流堆積物および阿蘇火砕流堆積物となっている．

玖珠層群は更に町田溶岩，川東凝灰岩，玖珠層下部層，

生竜溶岩，中村軽石流堆積物および玖珠層上部層に区分

できる．この地域の研究にっいては層序学的，化石や火

山層序学的研究の他に，最近では年代学的研究も行われ

ている．今回はこの地域の玖珠層群の地質，変質ならび

に火山岩類の化学的性質について報告した．

　玖珠層群中の町田溶岩はやや赤味を帯びた灰色の黒雲

母角閃石石英安山岩質の岩石であり，流理構造が顕著で

ある．町田駅西方の岩体中には，流理構造にほぼ平行し

たモルデン沸石の細脈が，また一部に赤鉄鉱の細脈も見

られる．川東凝灰岩は町田周辺に分布し，一部成層状の

部分があり，黒雲母を含む珪長質火山岩類からなる．主

に1一数cm大の亜角礫一角礫を伴ない，まれにL5m大
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地質調査所月報（第36巻第12号）

Chemical　compositions　and　norms　of　the　volcanic　rocks　from　Hosenji　area，Oita　Prefecture．
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の巨角礫を伴なうこともある．礫種は安山岩，砂岩，流

紋岩や頁岩の角礫であって，その他に数cm大の黒雲母

花嵩岩の亜角礫も認められる．生竜溶岩は生竜部落の東

方および西方に分布し，灰白色の角閃石黒雲母石英流紋

岩である．生竜部落では5－30cm大の角礫状に自破砕

化している．流理構造は一部に見られ，生竜部落の西方

ではN50。E40。WおよびN85。W600S等の流理構造から

変形したドーム状構造が推定できる．これはこの地区の

正のブーゲー異常と調和的であるようにみえる．中村軽

石流堆積物は中村周辺に分布し，角閃石黒雲母流紋岩質

の軽石流堆積物であり，ほぼ水平な走向傾斜を呈すと考

えられる．玖珠層下部層は宝泉寺周辺に分布し，1一数

cm大の輝石安山岩質の亜円礫を含む礫質砂岩，軽石を

伴なう凝灰質砂岩と砂岩一泥岩の互層で構成される．玖

珠層上部層は後野上周辺に分布し，砂岩一泥岩の互層か

らなり，珪藻土質の泥岩が優勢となつている．玖珠層上

・下部層ともに層間異常を認めることがあり，数cm一

数10cm大のブロック，レンズ状のブロックや小規模

の層内摺曲が見られる．これらの現象は玖珠層群堆積時

の周囲の地殻変動を示すものと考えられる．玖珠層上・

下部層とも全体的には水平な構造を呈すが，局所的には

小摺曲構造を呈することがある．町田・宝泉寺地区では

2－3例NE－SW－ENE－WSW系の摺曲軸を持った地質構

造が考えられる．また奥石西方でも同様な摺曲構造が考

えられる．これらの地質構造は村岡ほか（1980）の猪牟田

摺曲帯との関連性もありそうである，

　玖珠層群中には金銀鉱床が胚胎する．そのために焉璃

脈が見られ，町田溶岩や川東凝灰岩の弱線部には局所的

な変質が認められる．母岩は白色化（セリサイト，イラ

イト／モンモリロナイト混合層鉱物やカオリン鉱物等）や

緑色化（緑泥石，スメクタイト）変質をうけている．鉱化

帯の中心では玖珠層の著しい珪化が見られ，変質はその

周辺部に分布するようである．なおスメクタイトのみの

変質は更に広域的な変質と思われる．町田西方の白色化

変質帯にはN45E75W　N45W65Eの脈状一網目状の黄鉄

鉱を伴なう灰色焉璃脈が見られるが，一般的に鉱脈はほ

ぼE－W，N70。一90。の走行傾斜を呈する．玖珠層上部層

や生竜溶岩に珪化が認められることから，少なくとも玖

珠層群堆積後に鉱化作用をうけたと考えられるが，鉱化

作用に関連する貫入岩体等は現在のところ見出されてい

ない．

　当地域の火山岩のSiO2の量は60．8％一71，6％の範囲に
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ある．豊肥溶岩と中イタ溶岩は石基中に斜方輝石をもっ

カルクアルカリ岩系の岩石である．MIYASHIRO（1974）に

よるソレアイト系とカルクアルカリ岩系の関係図による

と，豊肥溶岩はソレアイト系の領域にプロットされる．

これらの岩石は九重火山岩類（松本，1983）に類似した性

質が認められた。　　　　　　　　　　（九州出張所）

東北地方の深成岩類の化単成分

3．福島県松川浦産卜一ナル岩

阿部智彦

　福島県相馬市の東方松川浦北岸において，温泉試錐に

より，327－850mの間に花崩岩質岩が発見された．

　試錐地点は阿武隈山地北東縁の新第三系分布地域内に

あり，既知の花嵩岩質岩の露出地域から東方に約15

km隔たっている．

　この度「東北地方の深成岩類の化学成分」に関する研

究の一環として，この試錐により得られた花崩岩質岩

（6個）の化学分析を行うとともに，本邦各地の同質岩並

’
び に北上山地に分布する同質岩類との比較検討を行う機

会を得たので報告する．

　坑井地質は深度327mまで炭質物を含む新第三紀の

堆積岩から成り，厚さ40cmの基底礫岩を経て花歯岩

質岩に変っている．花嵩岩質岩は327mから掘止め深

度850mまでの間を占め，主とし．て中粒完晶質の角閃

石一黒雲母トーナル岩により構成される．

　335－355mの間は軽微な月化作用を受け，斜長石＞石

英》カリ長石の組成を示し，黒雲母および角閃石は，

若干緑泥化し，斜長石はセリサイト化しているが，硬度

は原岩のものに近い．447mの試料は最も新鮮な中粒ト

ーナル岩である．605－626mの間は，斜長石＞石英》＞

カリ長石の組成を示し，若干変質した細粒相がみられ

る．

　626－675mには弱片状構造が発達する，380－830mの

区間には，幅25cm以下の石英脈が6条，カリ長石一

緑泥石脈が1条みられた．全般的に割れ目の発達が著し

く，セリサイトおよび緑泥石化変質が顕著である．鏡下

においては全て，カリ長石の極めて少ない角閃石一黒雲

母トーナル岩に分類される．

　今回実施した化学分析の結果と，本邦各地の花嵩岩質

岩の分析値のうちSiO2含有量が62－63％の範囲にあるも

のの平均値および北上山地における代表的な花嵩岩質岩

（V帯）との比較検討を行った．その結果，松川浦のトー

ナル岩はAI203に関して1－2％高い値を示すことが明ら

かになった．これはトーナル岩としては珍しく，ノルム

コランダムを含むことにも表われている．全鉄含有量は

1・％以上少ないが，Fe203／FeO比は高い．TiO2および

CaOは若干少な目である．K20の値もやや少ない．松

山浦トーナル岩のK20はほとんど黒雲母に含まれてい

る点に特色がある．深度337m，350mおよび620mの

試料にみられるノルムコランダムの増加は斜長石の分解

を示し，Fe203／FeOの上昇は苦鉄鉱物の酸化を表わす

ものと考えられ，原岩の受けた軽微な変質あるいは月化

作用に起因するものと思われる．

　以上のような松川浦トーナル岩の化学的特徴は，北上

山地の主要な花歯岩質岩等とは異なるものであり，阿武

隈山地北東縁部に個有のものであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　（東北出張所）

広島県西部の広島花嵩岩中の斜長石の光軸角

高橋裕平

　広島花闘岩は山陽側に分布する白亜紀花嵩岩を代表す

るもので広島市を中心に広く露出している．この広島花

嵩岩の中，広島県西部に分布する中一粗粒黒雲母花嵩岩

中の斜長石について光学的手法（光軸角とケーラー角の

測定）とEPMAを用いて検討した．

　ケーラー角から斜長石はAn1－45にわたり，秩序度

は0，5－1，0の低温型に属することがわかった．広島花嵩

岩は分布が広く，岩相変化も少なく，均質なバソリス状

の産状を示す．このような地質学的産状と斜長石の秩序

度が高い（低温型）こととは調和的である．斜長石の光軸

角と組成との関係では，光軸角の変化はAn12－15付近

を境としてAnに富む側ではいくらかばらつきが認めら

れるが，Abに富む側ではばらつきの程度が小さくな

り，低温型の変化曲線にほぼ一致する．斜長石中のOr

含量は，An1－30の範囲ではAn12－15あたりを境とし

て，Anに富む側ではOr3－5であるが，Ab寄りでは

Or1－2と減少する．

　このような光軸角とOr含量の変化がよく対応するこ

とは岩体生成史に関連づけられるかもしれない．例え

ば，地質温度の急激な変化とか，斜長石がアルカリ長石

と平衡にあったかどうかとか，あるいは斜長石晶出時の

ストレスの変化といったことが反映され，斜長石の構造

状態の問題に帰結できるのかもしれない．

　　　　　　　　　　　　　　　　（中国出張所）
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